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Web検索と知識構造の変化  : 検索前後の連想語数の変化から
見えるもの  
 

戸嶋まゆみ†1 
	 	  

	 本研究は、デジタルネイティブ世代の大学生が、知識の習得を行う際にWeb検索を行うことを明示的
に示唆されることで、知識構造にどのような変化が生じたかということを検討したものである．実験参

加者である日本人大学生をまず第１、第２のクラスに分け、第１のクラス内の２グループ（A,B）では、
同一のテキストを使用して 10テーマに関する学習を行った．学習の効果を計測するための指標として、
テーマに関係すると思われる単語を連想して一定の時間内に書写する「連想語課題」を考案し、学習前

と学習開始の６ヶ月後に同一課題を行った．第２のクラス内の２グループ（A,B）では、やはり同一のテ
キストを使用して１つのテーマに関する学習を行った．こちらのグループも第１のグループと同様、学

習前に「連想語課題」を行い、最初の課題が終了した時点の学習開始の１ヶ月後にもう一度「連想語課

題」を行った．また、それぞれのグループは「Webで入手できる情報以外の資料を用いて学習すること
を明示的かつ継続的に指示された」Aグループと、「Web検索を用いて学習することを明示的かつ継続的
に指示された」B グループとに分けられた．それぞれのグループでは、分析の結果、第１、第２のどち
らのグループも、学習前よりも学習後の方が、課題に関して連想できる単語の数が増加していたが、「Web
検索を用いて学習することを明示的かつ継続的に示唆された」B グループの学習後の連想語の単語想起
数が有意に多かった．これらの結果は、デジタルネイティブ世代の大学生で、Web検索に抵抗がない状
態であっても、情報検索の仕方の指示の出し方によっては、単語レベルでの知識の獲得の仕方に差が出

る可能性があるということを示していると思われる．なお、アンケート調査によってデジタルネイティ

ブ度を評価するとともに、Web検索に対する感覚の調査も行った． 
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MAYUMI TOSHIMA†1 
	 	  
 

 
The purpose of this study is to investigate the changes in the structure of knowledge of the university students, who are being 
grown in the digital native generation, especially when they are given explicit directions to perform information searches on the 
Internet. The participants of the experiments were all Japanese university students. They were divided into 2 classes consisted of 
2 groups. The participants of the two groups in the first class learned 10 topics about current issues using the same text. As an 
indicator to measure the effect of learning, ‘Word Association Task’ was designed and applied; the participants were required to 
write words that were supposed to be related to the topics when they started studying and after they learned all of the topics in 6 
months. The participants of the two groups in the second class learned 1 topic about communication practice using the same text 
and had a ‘Word Association Task’ before and after they learned the topic. Each class consisted of two groups that are the group 
A: required to learn the specified topics and issues with an explicit and continuous direction not to use the Internet when 
searching information but to use books and to visit the school library to read books and the group B: required to learn the 
specified topics and issues with an explicit and continuous direction to use the Internet when searching information. A 
comparative analysis between the two groups was performed and the result indicated that both of the two groups showed the 
increase in the score of ‘Word Association Task’, but the increase of the score of the group A was significant. The results also 
showed that even if the participants are of the digital native generation and are good at doing information searching on the 
Internet, differences may appear in their methods of acquisition of the knowledge according to the directions given by their 
instructors and we can see it by the outcome as words.  
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1. はじめに   	 	  

	 人間は、日々の生活の中で、環境からさまざまな情報を

取り込み、学習し、自分を取り巻く外界とコミュニケーシ

ョンをとりながら、徐々に環境に適応していく術を身につ

けていく． 

	 21世紀に入り、爆発的なインターネットの普及とともに、

文字や音声、および画像や動画等を使用した情報検索が一

般的になり、Web情報を有効に活用しつつ学習を行うこと

は、学校空間では標準のスタイルとなりつつある．特に日

本において、都市部の大学では、学生がパソコンを用いて

レポートを作成したり、メールでレポートを提出したり、

プロジェクトの進行状況を担当教官に伝えたり、また、

FAcebook や mixi、あるいは twitter などのいわゆるソーシ

ャル・ネットワーク・サービスを通じて社会活動を行いな

がら、就職活動の情報を収集するようなキャンパス・ライ

フを送ることがごく普通のあり方となっている． 

	 特に、「デジタルネイティブ」1と呼ばれる、生まれた時

からパソコンやインターネットに接して育ってきた世代の

持つ学習スタイルや知識の獲得の方法は、前世代の人々の

ものとは大きく異なると思われ、デジタルネイティブ世代

の学び方に合致した学習方法や知識獲得の手段を考案する

べきであると考える向きもある23． 

	 日本においては、現在、大学生の多くが、携帯電話やス

マートフォンを持ち、通学などの移動時間にも、自分が知

りたい情報を、自宅や大学のパソコン以外から入手してい

る． 

	 大学生の知識の習得が、知識の習得をサポートする指導

者による新しいテクノロジーの導入等によって左右される

のではないかという研究も最近は盛んである4． 

	 本稿では、2011 年から 2012 年における大学生のデジタ

ルネイティブ度の調査の一例を示し、その傾向を探り、デ

ジタルネイティブである世代の日本人大学生が、ユーザと

して Web 検索を行う際の振る舞いの一例についての分析

を行う． 

	 デジタルネイティブがどのような傾向を持つのかという

ことについては、先行研究を参照し、アンケートを独自に

作成した．先行研究で得られた知見が、今日の日本の大学

生にどれだけ当てはまるのかということも検討した． 

	 また、アンケートとは別に、「特定のトピックに対して、

連想できる語を決められた時間内になるべくたくさん書く」

という課題を考案し、特定のトピックに対して、獲得され

たと推測される知識が、参加者の第１言語の単語レベルで

表出されたかどうかを調べた． 

	 この課題は、学習者である参加者が、特定のトピックを

学習する前（事前）と学習した後（事後）で行われた．ま

た、観察対象とした学習者の集団を長期（６ヶ月）のクラ

                                                                    
 

ス１と短期（１ヶ月）のクラス２の２つのクラスに分け、

それぞれのクラスをさらに２つのグループに分けた． 

	 ２つのグループに出される条件は、A「Web で入手でき

る情報以外の資料を用いて学習することを明示的かつ継続

的に指示される」と B「Web検索を用いて学習することを

明示的かつ継続的に指示される」とした． 

	 人間が学習によってどのくらいの知識を得たかというこ

とを正確に知ることは、現在のところ不可能であると言わ

ざるを得ない．知識は、言語の運用によって表現されるも

のだけではなく、体得したことも含み、また、言語による

情報の獲得のみならず、心象も知識と呼ぶこともできる．

しかし、あるトピックに関して、第１言語を用いて短時間

で何らかの表現ができることを知識獲得学習の効果の１つ

の形態として考えることはできよう． 

	 ここでは、何かのトピックを学習し、そのトピックにま

つわる単語を書写という形で表出できることを、知識獲得

を表現する１つの操作的な定義とした．そして、あるトピ

ックについて連想した語を単語の形で書き出す「連想語課

題」を考案し、その評価方法を提案した．	  

	 デジタルネイティブの世代のユーザの Web 検索に関す

るふるまいや考え方は、知識の獲得や知識構造の変化に関

連性があるのかどうか．もしあるとすれば、それはどのよ

うな関連性があるのか．また、デジタルネイティブ世代の

大学生ユーザにとって、あるトピックについて学習を行う

時に、Web検索は効果的な学習を支えることができるのか． 

	 以上のような疑問に対して、どのような可能性があるの

かということを考察していきたい． 

 

2. アンケート  

2.1 アンケートのデザイン  
	 アンケートは、日本人の大学生に対して、39問から成る

質問用紙を用いて行った．設問は、主に２つの部分から分

かれ、39 問のうちの 19 問に関しては、デジタルネイティ

ブ度を測るものであった．残りの 20問に関しては、スマー

トフォンの所有率や、Web検索を自分ですることについて

どのように感じているかなどを問う、オリジナルの問題を

作成した． 

2.2 アンケートの参加者  
	 日本人大学生 59人（男性 41名、女性 18名）がアンケー

トに参加した． 

2.3 アンケートの内容  
	 アンケートは、19問がデジタルネイティブ度を測るもの

であり、デジタルネイティブ度を調査するにあたっては、

[3,5]に掲載されたデジタルネイティブ度のチェック項目を

一部改変、使用した．また、残りの 20問に関しては、[6] 

の「インターネット・リテラシー尺度」を参考に、作成を

行った． 
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分から知りたい事を探す」という意欲が生まれ、トピック

に関連した語彙を見る機会が増え、知識の一部として、ア

ウトプットできる単語が増えたのではないかということが

考えられる． 

	 アンケートの結果からも分かるように、デジタルネイテ

ィブ世代は、デジタル機器を使用することに精神的な抵抗

感が少ない．テキストを読む際にも、紙の辞書を用いるこ

とは非常に少なく、電子辞書か、もしくはインターネット

の辞書を使用することが圧倒的に多い． 

	 Web検索をすることは、デジタルネイティブにとっては、

精神的なストレスが比較的少ない作業である．また、アン

ケートからも、多くの参加者が「Web検索が楽しい」と感

じていることが分かる． 

	 しかし、一方では、デジタル機器に慣れていることが、

かえって新聞などの紙の資料を遠ざける傾向も示している． 

	 このため、グループ Aのように「Webで入手できる情報

以外の資料を用いて学習することを明示的かつ継続的に指

示される」ことの方が、グループ Bのように「Web検索を

用いて学習することを明示的かつ継続的に指示される」こ

とよりも受け入れ難く、対象に対するエンゲージメントが

低く抑えられたのではないかと思われる． 

	 以上のことから、「デジタルネイティブ世代の大学生ユー

ザにとって、あるトピックについて学習を行う時に、Web

検索は効果的な学習を支えることができるのか」という問

いに対しては、「Web 検索は、指示によっては、効果的に

学習を支える可能性がある」と考えられる． 
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